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35おわりに

長いあいだにわたって連載させていただい花ごの湖

の地質学ルも本稿でひと蜜ず終わらせてい怒鶯慈慧を

にしたい･昨今の月に関する情報は急速は増炎松論

文の数だけでも洪水のように勅ふれてとても淡戎で紀

員を通せるというものではない｡とくに繋煮紛お淋れ

ている環境では資料や文献に十分員淋とど秘裁璽纂

なものを見おとしている危険性が多分にある吉蜜もに

筆者の実力をもってしてはこれらの情報を十余芯液し

て適切に摂取してゆくことはとてもでき汰カ､った.

にもかかわらず本連載を書いたのは情報が多いわリ

には何か本質的に重要扱ものが忘れられているような

気淡してなら放かっ定からである｡そのためか放り

主観的な解説や論調か多く怒り本誌の性格にあわなか

った点もあるのではないかと思いおわびするしだいで

ある｡また本達識申にアポ漂寧宙船の月面差陵が

達成され新しいデｰタがぞくぞくと発表された.そ

のため最初の3回分くらいはかなり書き改める必要を

感じてγ･る､またさいきん話題をよんだ月の“マ

スコン"の問題についても多くの紙数をとってのべる
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